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第２１８号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙

表紙は玉里地区に住むレンコン

農家の斎藤翔さん。霞ケ浦湖

岸沿いのサイクリングロードで

お気に入りの自転車と一緒に

撮影。撮影した日は快晴で日差

しが気持ちよく、 絶好のサイクリ

ング日和でした。

５月は
自転車月間

　
木
々
が
新
緑
に
色
づ
き
、
風
が
心
地
よ
く

吹
き
抜
け
る
５
月
は
自
転
車
に
乗
る
に
は

最
高
の
季
節
で
す
。
日
頃
の
暮
ら
し
の
中

で
、
つ
い
見
逃
し
が
ち
な
景
色
や
新
し
い
発

見
が
自
転
車
で
走
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
々
の
運
動
不
足
の
解

消
だ
け
で
な
く
、
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ペ
ダ

ル
を
漕
ぐ
こ
と
で
得
ら
れ
る
爽
快
感
は
、

気
分
転
換
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
心
の
健

康
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
²
を
排
出
し
な
い
環
境
に
優

し
い
乗
り
物
と
し
て
、
個
人
で
出
来
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
最
適
で
す
。

ペ
ダ
ル
を
漕
い
で
身
体
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
自
転
車
に
乗
る
す
べ
て
の
人
の
努
力

義
務
に
な
り
ま
し
た
。
警
察
庁
の
調
査
に
よ

る
と
自
転
車
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
方
の

約
５
割
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
今
年
の
４
月
か
ら
基
準
に
適
合

し
た
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
し

た
方
に
購
入
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
は
自

動
車
と
同
じ
車
両
で
す
。
自
分
の
安
全
だ
け

で
な
く
、
歩
行
者
の
安
全
を
優
先
し
な
が
ら

安
全
な
運
転
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
大
切
な
ル
ー
ル
を
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

よ
り
安
全
に
利
用
す
る
た
め

交
通
ル
ー
ル
の
確
認
を

　
５
月
は
自
転
車
月
間
で
す
。昭
和
56
年

５
月
に
旧
自
転
車
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
自
転
車
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
３
密

を
避
け
る
移
動
手
段
と
し
て
も
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
気
軽
に
乗
れ
る
自
転
車
は
、

普
段
の
移
動
手
段
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
街
を
自
転
車
で

散
歩
す
る
ポ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
余
暇
を

楽
し
む
ツ
ー
ル
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
流
通
業
で
の
自
転
車

利
用
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
活
用

法
も
広
が
り
、
令
和
３
年
５
月
に
は
、

国
の
第
２
次
自
転
車
活
用
推
進
計
画

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
自
転
車
の
さ
ら
な

る
活
用
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

移
動
手
段
の
ひ
と
つ
か
ら

多
彩
に
広
が
る
自
転
車
活
用

「自転車活用推進計画」の４つの目標 （原文より抜粋）

良好な都市環境自転車交通の役割拡大による　　　　　　　　　　　　　　の形成

自転車事故のない                 　　　　　　　の実現安全で安心な社会

サイクルツーリズムの推進による      　　　　　の実現観光立国

サイクルスポーツの振興などによる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の実現活力ある健康長寿社会

1

2

3

4

■ 自転車を日常的に利用する理由

出典 ：

国土交通省 令和２年度

第１回自転車の活用に向けた

有識者会議資料

■対象者

 ・ 小美玉市に住民登録している１５歳以上の方

　( 中学校在学中の方は除く )

 ・ 令和６年４月１日以降に自転車乗車用ヘルメットを購入した方

 ・ 過去３年以内に同様の補助を受けていない方

 ・ 市税の滞納がない方

■補助金額

　 購入費用の 1/2（最大２，０００円）

■申込先

　 市防災管理課（必要書類を添えて申込み）

所要時間が短い、または一番早く

目的地に行ける
71%

運動不足解消になり健康に良い 42%

気分転換・ストレス解消になる 10%

移動経路が自転車で走りやすい 19%

クルマを持っていない 20%

自転車に乗るのが好き 21%

目的地が自転車で行きやすい 39%

移動中の立ち寄りに便利 40%

交通費・ガソリン代が節約できる 41%

災害などで公共交通が止まっても

移動できる
9%

エコ活動に取り組みたいから 5%
目的地から帰る際、天気が悪いとき

代わりの交通手段が確保されている
6%

その他 6%

小美玉市自転車用ヘルメット購入費（一部）補助

詳しくはこちら

2広報おみたま　2024.5



第２１８号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙

表紙は玉里地区に住むレンコン

農家の斎藤翔さん。霞ケ浦湖

岸沿いのサイクリングロードで

お気に入りの自転車と一緒に

撮影。撮影した日は快晴で日差

しが気持ちよく、 絶好のサイクリ

ング日和でした。

５月は
自転車月間

　
木
々
が
新
緑
に
色
づ
き
、
風
が
心
地
よ
く

吹
き
抜
け
る
５
月
は
自
転
車
に
乗
る
に
は

最
高
の
季
節
で
す
。
日
頃
の
暮
ら
し
の
中

で
、
つ
い
見
逃
し
が
ち
な
景
色
や
新
し
い
発

見
が
自
転
車
で
走
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
々
の
運
動
不
足
の
解

消
だ
け
で
な
く
、
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ペ
ダ

ル
を
漕
ぐ
こ
と
で
得
ら
れ
る
爽
快
感
は
、

気
分
転
換
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
心
の
健

康
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
²
を
排
出
し
な
い
環
境
に
優

し
い
乗
り
物
と
し
て
、
個
人
で
出
来
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
最
適
で
す
。

ペ
ダ
ル
を
漕
い
で
身
体
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
自
転
車
に
乗
る
す
べ
て
の
人
の
努
力

義
務
に
な
り
ま
し
た
。
警
察
庁
の
調
査
に
よ

る
と
自
転
車
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
方
の

約
５
割
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
今
年
の
４
月
か
ら
基
準
に
適
合

し
た
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
し

た
方
に
購
入
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
は
自

動
車
と
同
じ
車
両
で
す
。
自
分
の
安
全
だ
け

で
な
く
、
歩
行
者
の
安
全
を
優
先
し
な
が
ら

安
全
な
運
転
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
大
切
な
ル
ー
ル
を
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

よ
り
安
全
に
利
用
す
る
た
め

交
通
ル
ー
ル
の
確
認
を

　
５
月
は
自
転
車
月
間
で
す
。昭
和
56
年

５
月
に
旧
自
転
車
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
自
転
車
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
３
密

を
避
け
る
移
動
手
段
と
し
て
も
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
気
軽
に
乗
れ
る
自
転
車
は
、

普
段
の
移
動
手
段
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
街
を
自
転
車
で

散
歩
す
る
ポ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
余
暇
を

楽
し
む
ツ
ー
ル
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
流
通
業
で
の
自
転
車

利
用
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
活
用

法
も
広
が
り
、
令
和
３
年
５
月
に
は
、

国
の
第
２
次
自
転
車
活
用
推
進
計
画

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
自
転
車
の
さ
ら
な

る
活
用
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

移
動
手
段
の
ひ
と
つ
か
ら

多
彩
に
広
が
る
自
転
車
活
用

「自転車活用推進計画」の４つの目標 （原文より抜粋）

良好な都市環境自転車交通の役割拡大による　　　　　　　　　　　　　　の形成

自転車事故のない                 　　　　　　　の実現安全で安心な社会

サイクルツーリズムの推進による      　　　　　の実現観光立国

サイクルスポーツの振興などによる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の実現活力ある健康長寿社会

1

2

3

4

■ 自転車を日常的に利用する理由

出典 ：

国土交通省 令和２年度

第１回自転車の活用に向けた

有識者会議資料

■対象者

 ・ 小美玉市に住民登録している１５歳以上の方

　( 中学校在学中の方は除く )

 ・ 令和６年４月１日以降に自転車乗車用ヘルメットを購入した方

 ・ 過去３年以内に同様の補助を受けていない方

 ・ 市税の滞納がない方

■補助金額

　 購入費用の 1/2（最大２，０００円）

■申込先

　 市防災管理課（必要書類を添えて申込み）

所要時間が短い、または一番早く

目的地に行ける
71%

運動不足解消になり健康に良い 42%

気分転換・ストレス解消になる 10%

移動経路が自転車で走りやすい 19%

クルマを持っていない 20%

自転車に乗るのが好き 21%

目的地が自転車で行きやすい 39%

移動中の立ち寄りに便利 40%

交通費・ガソリン代が節約できる 41%

災害などで公共交通が止まっても

移動できる
9%

エコ活動に取り組みたいから 5%
目的地から帰る際、天気が悪いとき

代わりの交通手段が確保されている
6%

その他 6%

小美玉市自転車用ヘルメット購入費（一部）補助

詳しくはこちら
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旧筑波鉄道の廃線敷と霞ケ浦を周回

する湖岸道路を合わせた約１８０ｋｍ

のサイクリングコース。ゆったりと穏や

かな平地が中心で初心者でもロング

ライドが楽しめます。２０１９年には国

が指定するナショナルサイクルルート

にも指定されました。

自転車利用が広がる一方で、自転車乗用中の事故の増加が課題になっています。警察庁の調査によると自転車関

連の交通事故件数は年々減少していましたが、2020年からは増加傾向になり、2023年には72,339件にまで増えてい

ます。交通事故全体に占める自転車関連事故の割合も、2018年から増加傾向です。また、自転車関連事故の約3

分の2が自転車側の何らかの交通違反が原因となっており、交通ルールの理解不足や意識の低下が問題となって

います。国では2022年11月1日に「自転車安全利用五則」を改定するなど、自転車を取り巻く社会状況に合わせて交通

ルールを変更しています。自転車を乗る際は改めて交通ルールを確認し、歩行者に注意して安全に乗りましょう。

この３つの　　　　　　　　も違反行為です！ながら運転

サイクリング王国を目指している茨城県。県内には自然環境を活かしたサイ
クリングコースが数多くあり、霞ケ浦や茨城空港など小美玉市もその一部を
担っています。外出が気持ち良い季節、普段とは違う道を走ってみたり、しば
らく乗っていない人も、自転車をヒトコギしてみませんか？

詳しくはこちら ▶

小美玉市観光協会が発行しているサ

イクリングマップ。小美玉市を楽しむ

魅力発見マップの第３号として市内

のサイクリングルートを３つ紹介して

います。それぞれ１２ｋｍから１７ｋｍの

コースで約２時間～２時間３０分程度

で回れます。

茨城空港から日立市へと、美しく、変

化に富んだ湾岸線など約９５ｋｍを爽

快に走れるルート。ルート上の7自治

体（小美玉市、茨城町、水戸市、大洗

町、ひたちなか市、東海村、日立市）そ

れぞれのおすすめコースも設定して紹

介しています。

▲
詳しくはこちら

▲
詳しくはこちら

詳しくはこちら

自転車事故の賠償額の計算方法は車やバイクと同じです。自

転車事故により数千万円の高額賠償が命じられたケースも

発生しています。自転車事故における被害者の保護と加害者

の経済的負担軽減の観点から、全国の自治体で、自転車損害

賠償責任保険などへの加入を義務化する動きが広がってい

ます。茨城県でも、2020年の6月に条例が改正され、保険に

加入することが努力義務になりました。安心で安全な自転車

ライフの為にも保険に加入しましょう。

もしもに備えてますか？
自転車保険に加入しましょう

出典：警察庁ホームページ

■自転車関連事故件数の推移
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車道が原則、左側を通行
歩道は例外、歩行者を優先

自転車は、歩道と道路の区別がある道路では車道通行が原則

です。車道を通行する場合は、左側に寄って通行します。やむを

得ず歩道を通行するときは車道寄りの部分をすぐに停止できる

速度（徐行）で通行します。歩行者の通行を妨げる時は一時停止

をしなければなりません。

夜間はライトを点灯

夜間やトンネルなどの暗い場所で自転車を乗る時は、必ずライト

を点灯しましょう。進路前方の安全確認だけでなく車や歩行者

に通行していることを知らせるためにも必要です。

飲酒運転は禁止

自転車は車と同じ「車両」です。車と同様に飲酒運転は禁止で

す。お酒を飲んだら絶対に運転してはいけません。

ヘルメットを着用

令和５年４月１日からヘルメットの着用が努力義務になりました。

自転車の運転者と同乗者は、自転車事故の被害を軽減するた

めにヘルメットを着用しましょう。

交差点では信号と一時停止を守って、
安全確認

信号機のある交差点では車と同様に信号に従い、黄色信号と

歩行者用信号の青点滅は横断してはいけません。一時停止の標

識がある場所でも、車と同様に必ず一時停止を行い、安全を確

認してから通行しましょう。

自転車安全利用五則

2

1

3

4

5

携帯電話
通話や操作をしながら

イヤホン
音楽を聞きながら

傘
傘を差しながら

知ってる？守ってる？

自転車ルール
確認しよう！

詳しくはこちら ▶ 詳しくはこちら ▶

市民レポーターによる地域密着ウェブメディア
TOWN JOURNAL OMITAMA
市民記者が市内の食・人・お店などの地域の情報

を取材し、「私のオススメ」として紹介しています。市

民記者のオススメとしてルートやスポットなど、サイ

クリングの記事も掲載しています。

－たまたま小美玉 またまた小美玉－
霞ケ浦周辺サイクリング

市民による地元の魅力発見をテーマに市内での体験型

観光を紹介する動画。四季ごとに制作した動画の春編は

サイクリングがテーマ。この他にも、３６０°VRで小美玉観

光を体感できるサイクリング動画もあります。

つくば霞ケ浦
りんりんロード

大洗・ひたちなか
海浜シーサイドルート

おみたま
サイクリングマップ
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旧筑波鉄道の廃線敷と霞ケ浦を周回

する湖岸道路を合わせた約１８０ｋｍ

のサイクリングコース。ゆったりと穏や

かな平地が中心で初心者でもロング

ライドが楽しめます。２０１９年には国

が指定するナショナルサイクルルート

にも指定されました。

自転車利用が広がる一方で、自転車乗用中の事故の増加が課題になっています。警察庁の調査によると自転車関

連の交通事故件数は年々減少していましたが、2020年からは増加傾向になり、2023年には72,339件にまで増えてい

ます。交通事故全体に占める自転車関連事故の割合も、2018年から増加傾向です。また、自転車関連事故の約3

分の2が自転車側の何らかの交通違反が原因となっており、交通ルールの理解不足や意識の低下が問題となって

います。国では2022年11月1日に「自転車安全利用五則」を改定するなど、自転車を取り巻く社会状況に合わせて交通

ルールを変更しています。自転車を乗る際は改めて交通ルールを確認し、歩行者に注意して安全に乗りましょう。

この３つの　　　　　　　　も違反行為です！ながら運転

サイクリング王国を目指している茨城県。県内には自然環境を活かしたサイ
クリングコースが数多くあり、霞ケ浦や茨城空港など小美玉市もその一部を
担っています。外出が気持ち良い季節、普段とは違う道を走ってみたり、しば
らく乗っていない人も、自転車をヒトコギしてみませんか？

詳しくはこちら ▶

小美玉市観光協会が発行しているサ

イクリングマップ。小美玉市を楽しむ

魅力発見マップの第３号として市内

のサイクリングルートを３つ紹介して

います。それぞれ１２ｋｍから１７ｋｍの

コースで約２時間～２時間３０分程度

で回れます。

茨城空港から日立市へと、美しく、変

化に富んだ湾岸線など約９５ｋｍを爽

快に走れるルート。ルート上の7自治

体（小美玉市、茨城町、水戸市、大洗

町、ひたちなか市、東海村、日立市）そ

れぞれのおすすめコースも設定して紹

介しています。

▲
詳しくはこちら

▲
詳しくはこちら

詳しくはこちら

自転車事故の賠償額の計算方法は車やバイクと同じです。自

転車事故により数千万円の高額賠償が命じられたケースも

発生しています。自転車事故における被害者の保護と加害者

の経済的負担軽減の観点から、全国の自治体で、自転車損害

賠償責任保険などへの加入を義務化する動きが広がってい
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ライフの為にも保険に加入しましょう。

もしもに備えてますか？
自転車保険に加入しましょう

出典：警察庁ホームページ

■自転車関連事故件数の推移

0

10.0

20.0

30.0

40.0

（％）（件）

自
転
車
関
連
事
故
件
数

全
交
通
事
故
に
占
め
る
構
成
比

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2016

90,836

18.2

2017

90,407

19.1

2018

85,641

19.9

2019

80,473

18.2

2020

67,673

21.1

2021

69,694

22.8

2022

69,985

23.3

2023

72,339

23.5

車道が原則、左側を通行
歩道は例外、歩行者を優先

自転車は、歩道と道路の区別がある道路では車道通行が原則

です。車道を通行する場合は、左側に寄って通行します。やむを

得ず歩道を通行するときは車道寄りの部分をすぐに停止できる

速度（徐行）で通行します。歩行者の通行を妨げる時は一時停止

をしなければなりません。

夜間はライトを点灯

夜間やトンネルなどの暗い場所で自転車を乗る時は、必ずライト

を点灯しましょう。進路前方の安全確認だけでなく車や歩行者

に通行していることを知らせるためにも必要です。

飲酒運転は禁止

自転車は車と同じ「車両」です。車と同様に飲酒運転は禁止で

す。お酒を飲んだら絶対に運転してはいけません。

ヘルメットを着用
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市民記者が市内の食・人・お店などの地域の情報

を取材し、「私のオススメ」として紹介しています。市

民記者のオススメとしてルートやスポットなど、サイ

クリングの記事も掲載しています。

－たまたま小美玉 またまた小美玉－
霞ケ浦周辺サイクリング

市民による地元の魅力発見をテーマに市内での体験型

観光を紹介する動画。四季ごとに制作した動画の春編は

サイクリングがテーマ。この他にも、３６０°VRで小美玉観

光を体感できるサイクリング動画もあります。

つくば霞ケ浦
りんりんロード

大洗・ひたちなか
海浜シーサイドルート
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果樹栽培技術の向上を目的に優れた生産者を表彰する、

令和 5 年度茨城県果樹生産力向上共励会 （なし） が開

催され、 なし生産者の皆
か い と う

藤 純
じゅんいち

一さん （西郷地） が一等

にあたる茨城県知事賞を受賞しました。

皆藤さんは 20 年近く露地なし栽培に取り組んでおり、

樹々の細やかな管理と高品質な生産が評価され今回の

受賞に至りました。 受賞にあたり、 皆藤さんは 「ご指

導いただきました関係各所の皆さまに感謝申し上げます。

今後は次世代に引き継げるような、 魅力のある経営をし

ていきたいと思います」 と抱負を語りました。 今後も地域

の農業の第一人者として、 さらなる活躍が期待されます。

県果樹生産力向上共励会

皆藤純一さんがなし生産で知事賞受賞

（前列左から） 細谷組合長、 島田市長、 飛田県

央農林事務所長、 小松﨑支部長

農政課　振興係

☎ 0299-４８-１１１１ （内線 1153）

問

農政課　振興係　☎ 0299-４８-１１１１ （内線 1153）問

れんこん（玉里地区）が茨城県青果物銘柄産地に指定

玉里地区のれんこんが、 県青果物銘柄産地に指定され

ました。 有効期間は３年間で、 平成６年に指定されて以来、

11 回目の指定です。 今回の更新で令和９年まで継続

されます。 新ひたち野農業協同組合蓮根部会玉里支部

（ 小
こ ま つ ざ き

松﨑 哲
て つ お

男 支部長） は、露地とハウス栽培を組み合わせ

た安定的な周年出荷体制を確立し、 市場から高い評価

を受けています。 さらに今回は、 JGAP 団体認証の取得

やブランド化による有利販売にも積極的に取り組んでいる

ことが評価されました。 今後も安全性や品質向上への取

り組みを通して、 更なる発展が期待されます。

銘柄産地…食の安全・安心を基本に、 消費者ニーズに対

応した生産出荷に取り組み、 品質などが高く評価された

産地を県が指定する制度。
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➌
い

ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

登
録
料
助
成

➍
不

妊
治

療
費

助
成

➎
妊

産
婦

タ
ク
シ
ー
利
用
料

助
成

➏
伴

走
型

相
談

支
援

・子
育
て
応
援
交
付
金

➐
出

産
祝

い
金

⓫
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

絵
本
・バ

ッ
グ
の

贈
呈

⓬
第
２
子

保
育
料
の

無
償
化

➑
子
育

て
世

帯
家

事
支

援
サ
ー
ビ
ス

⓯
ラ
ン
ド
セ
ル
の

贈
呈

⓱
英

語
教

育
の

充
実

⓳
中

学
校

給
食

費
の

無
償

化

⓴
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

⓲
IC

T
教

育
の

充
実

●
住

宅
取
得

費
補
助

➒
０
歳

か
ら
１
８
歳
ま
で
の
医

療
費

無
償

化

➓
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
の
包

括
相
談
支
援

⓭
地
域
子
育

て
支

援

小
・
中

学
校

出
会

い

就
学

前
妊

娠

出
産

住
宅

取
得

相
談

支
援

出
産
さ
れ
た
方
に
お
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

◎
第
１
子

:５
万
円
、
第
２
子

:１
０
万
円
、

第
３
子

:１
５
万
円
、
第
４
子

:２
０
万
円
、

第
５
子
以
降
２
５
万
円
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た
方
に
登

録
料
１
万
１
千
円
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
魅
力
発
信
課

➊
➋

婚
活
イ
ベ
ン
ト
・
結
婚
相

談
支

援

県
央
地
域

8市
町
村
や
隣
接
自
治
体
な
ど
と

連
携
し
、
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
相
談
員
に
よ
る
無
料
の
結
婚

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
魅
力
発
信
課

保
険
適
用
の
生
殖
補
助
医
療
、
一
般
不
妊
治
療
、

不
育
症
検
査
治
療
の
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
生
殖
補
助
医
療
：

1
0万

円
(限
度
額

)
◎
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

(男
性
不
妊
治
療

)
：

5万
円

(限
度
額

)
◎
不
妊
検
査
一
般
不
妊
治
療

：
5万

円
(限
度
額

)
◎
不
育
症
治
療
：

5万
円

(限
度
額

)
【
問
合
せ
】
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
利
用
料
を
助
成
を
し
ま
す
。

◎
妊
娠

36週
以
上
か
ら
産
後

1カ
月
ま
で
の
方

◎
1回

に
つ
き

5,000円
上
限

◎
1回

の
妊
娠
に
つ
き
利
用
回
数
は

10回
ま
で

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

４
か
月
児
相
談
時
に
、
親

子
で
絵
本
を
読
む
楽
し
さ

を
お
届
け
し
ま
す
。

◎
絵
本
の
入
っ
た
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
課

３
歳
以
上
及
び
第
３
子
以
降
の
保
育
料

無
償
化
に
加
え
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
第
２
子
の
保
育
料
も
無
償
化
し
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
入
学
祝
い
と
し
て

ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
６
色

の
中
か
ら
好
き
な
色
を
選
べ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
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学
習
課

高
校
就
学
前
に
、
将
来
を
見
据

え
た
自
身
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
る
特
別
授
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

◎
中
学
２
年
生
対
象

【
問
合
せ
】
魅
力
発
信
課

経
済
負
担
が
大
き
く
な
る
中
学

生
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
中
学
校
給
食
費
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間
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)を
無
償
化
し
て
い
ま

す
。

◎
市
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学
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は
、
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給

食
費
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限
に
給
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ま
す
。

【
問
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】
教
育
指
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課

Ａ
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Ｔ
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助
手
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活
用
し
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教
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。
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】
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指
導
課
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Ｃ
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支
援
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の
配
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や
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間
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と
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携
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よ
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子
ど
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用
能
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育

成
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ま
す
。
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問
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せ
】
教
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若
年
世
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育
て
世
帯
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子
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が
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以
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を
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取
得
費
用
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助
成
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ま
す
。
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外
転
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：

40万
円
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：
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円
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円
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円
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（
経
済
的
支
援
）

妊
娠
時
に
５
万
円
、
出
産
時
に
５
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妊
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。
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。

◎
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回
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(上
限
２
千
円

)
◎
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
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は

18歳
未
満
ま
で

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

保
育
園
等
に
属
し
て
い
な
い
親
子
の
交
流
の
場
を
提
供
し
、
地
域
の
子
育

て
機
能
の
充
実
の
た
め
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
を
開
設
し
工
夫
を
こ
ら
し

た
事
業
を
実
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し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

医
療
保
険
で
受
診
す
る
１
８
歳
ま
で
の
子

ど
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た
ち
を
対
象
に
、
医
療
機
関
に
支
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た
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担
額
分
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額
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成
し
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す
。
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【
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保
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課

⓰
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援

小
学
生
の
通
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負
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を
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た
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、
ス
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ー
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料
運
行
や
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線
バ
ス
利
用
券

の
交
付
に
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り
、
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援
を
行
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て
い
ま
す
。

◎
通
学
距
離
３

km
以
上
の
児
童
対
象

【
問
合
せ
】
教
育
指
導
課

高
校

・
大

学

●
奨

学
資

金
の

貸
与

高
等
学
校
、
専
修
学
校
（
専
門
・
高
等
課
程
）
、

大
学
、
短
期
大
学
に
通
う
学
生
に
、
無
利
息
で

奨
学
資
金
を
貸
付
し
て
い
ま
す
。

◎
貸
与
額
：
高
等
学
校
等
（
月
額

30,000円
）

大
学
等
（
月
額

50,000円
）

【
問
合
せ
】
教
育
企
画
課

妊
産
婦
や
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
が
安
心

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
「
児
童
福

祉
」
と
「
母
子
保
健
」
が
一
体
と
な
っ

た
総
合
的
な
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
妊
娠
や
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

お
み
た
ま
っ
子

応
援

パ
ッ

ケ
ー
ジ

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
は

2024年
4月

時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

小
美
玉
市
役
所

☎
０
２
９
９
―
４
８
―
１
１
１
１
（
代
表
）

※
問
合
せ
先
の
担
当
課
名
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

⓮
訪
問
型
相
談

支
援

子
育
て
世
帯
の
不
安
や
悩
み
に
対
し
、
子
育
て
経
験
者
、
民
生
委
員
、

教
職
員

O
B等

で
構
成
す
る
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
訪
問
（
自
宅
・

公
共
施
設
等
）
に
よ
る
無
料
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
就
学
前
か
ら
概
ね
小
学
２
年
生
ま
で
対
象

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課

21

22

子
育
て
サ
イ
ト
や

専
用
ア
プ
リ
に
も

た
く
さ
ん
の
子
育
て

情
報
が
あ
る
よ
！

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く
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➌
い

ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

登
録
料
助
成

➍
不

妊
治

療
費

助
成

➎
妊

産
婦

タ
ク
シ
ー
利
用
料

助
成

➏
伴

走
型

相
談

支
援

・子
育
て
応
援
交
付
金

➐
出

産
祝

い
金

⓫
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

絵
本
・バ

ッ
グ
の
贈
呈

⓬
第

２
子

保
育

料
の
無
償

化

➑
子

育
て
世
帯

家
事
支

援
サ
ー
ビ
ス

⓯
ラ
ン
ド
セ
ル
の

贈
呈

⓱
英

語
教

育
の

充
実

⓳
中

学
校

給
食

費
の

無
償

化

⓴
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

⓲
IC

T
教

育
の

充
実

●
住

宅
取
得

費
補
助

➒
０
歳

か
ら
１
８
歳
ま
で
の
医

療
費

無
償

化

➓
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
の
包

括
相
談
支
援

⓭
地
域
子
育

て
支

援

小
・
中

学
校

出
会

い

就
学

前
妊

娠

出
産

住
宅

取
得

相
談

支
援

出
産
さ
れ
た
方
に
お
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

◎
第
１
子

:５
万
円
、
第
２
子

:１
０
万
円
、

第
３
子

:１
５
万
円
、
第
４
子

:２
０
万
円
、

第
５
子
以
降
２
５
万
円
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た
方
に
登

録
料
１
万
１
千
円
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
魅
力
発
信
課

➊
➋

婚
活
イ
ベ
ン
ト
・
結
婚
相

談
支

援

県
央
地
域

8市
町
村
や
隣
接
自
治
体
な
ど
と

連
携
し
、
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
相
談
員
に
よ
る
無
料
の
結
婚

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
魅
力
発
信
課

保
険
適
用
の
生
殖
補
助
医
療
、
一
般
不
妊
治
療
、

不
育
症
検
査
治
療
の
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
生
殖
補
助
医
療
：

1
0万

円
(限
度
額

)
◎
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

(男
性
不
妊
治
療

)
：

5万
円

(限
度
額

)
◎
不
妊
検
査
一
般
不
妊
治
療

：
5万

円
(限
度
額

)
◎
不
育
症
治
療
：

5万
円

(限
度
額

)
【
問
合
せ
】
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
利
用
料
を
助
成
を
し
ま
す
。

◎
妊
娠

36週
以
上
か
ら
産
後

1カ
月
ま
で
の
方

◎
1回

に
つ
き

5,000円
上
限

◎
1回

の
妊
娠
に
つ
き
利
用
回
数
は

10回
ま
で

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

４
か
月
児
相
談
時
に
、
親

子
で
絵
本
を
読
む
楽
し
さ

を
お
届
け
し
ま
す
。

◎
絵
本
の
入
っ
た
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
課

３
歳
以
上
及
び
第
３
子
以
降
の
保
育
料

無
償
化
に
加
え
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
第
２
子
の
保
育
料
も
無
償
化
し
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
入
学
祝
い
と
し
て

ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
６
色

の
中
か
ら
好
き
な
色
を
選
べ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課

高
校
就
学
前
に
、
将
来
を
見
据

え
た
自
身
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
る
特
別
授
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

◎
中
学
２
年
生
対
象

【
問
合
せ
】
魅
力
発
信
課

経
済
負
担
が
大
き
く
な
る
中
学

生
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
中
学
校
給
食
費

(年
間

40,700円
)を
無
償
化
し
て
い
ま

す
。

◎
市
外
通
学
者
に
は
、
年
間
給

食
費
を
上
限
に
給
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
指
導
課

Ａ
Ｌ
Ｔ

(外
国
語
指
導
助
手

)や
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
し
た
、

生
き
た
英
語
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
指
導
課

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
や
民
間

企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
指
導
課

若
年
世
帯
（

40歳
未
満
）
や
子
育
て
世
帯

（
子
ど
も
が

18歳
以
下
）
を
対
象
に
住
宅

取
得
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

◎
県
外
転
入
：

40万
円
、
県
・
市
内
転

居
：

10万
円

◎
子
育
て
世
帯
：
一
人

5万
円
ず
つ
加
算

◎
新
規
立
地
企
業
雇
用
者
：

10万
円
加
算

◎
東
京
圏
在
住
・
通
勤
す
る
者
が
移
住
：

100万
円
【
問
合
せ
】
魅
力
発
信
課

（
経
済
的
支
援
）

妊
娠
時
に
５
万
円
、
出
産
時
に
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

（
相
談
支
援
）

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

必
要
な
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

妊
婦
か
ら
就
学
前
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
、
家
事

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
を
助
成
し
ま
す
。

◎
１
回
の
実
利
用
額
の
半
額
助
成

(上
限
２
千
円

)
◎
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

18歳
未
満
ま
で

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

保
育
園
等
に
属
し
て
い
な
い
親
子
の
交
流
の
場
を
提
供
し
、
地
域
の
子
育

て
機
能
の
充
実
の
た
め
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
を
開
設
し
工
夫
を
こ
ら
し

た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

医
療
保
険
で
受
診
す
る
１
８
歳
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
自
己
負
担
額
分
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

(償
還
払
い

)
【
問
合
せ
】
医
療
保
険
課

⓰
ス
ク
ー
ル
バ
ス
無

料
運

行
・通

学
補
助
支
援

小
学
生
の
通
学
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
無
料
運
行
や
路
線
バ
ス
利
用
券

の
交
付
に
よ
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
通
学
距
離
３

km
以
上
の
児
童
対
象

【
問
合
せ
】
教
育
指
導
課

高
校

・
大

学

●
奨

学
資

金
の

貸
与

高
等
学
校
、
専
修
学
校
（
専
門
・
高
等
課
程
）
、

大
学
、
短
期
大
学
に
通
う
学
生
に
、
無
利
息
で

奨
学
資
金
を
貸
付
し
て
い
ま
す
。

◎
貸
与
額
：
高
等
学
校
等
（
月
額

30,000円
）

大
学
等
（
月
額

50,000円
）

【
問
合
せ
】
教
育
企
画
課

妊
産
婦
や
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
が
安
心

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
「
児
童
福

祉
」
と
「
母
子
保
健
」
が
一
体
と
な
っ

た
総
合
的
な
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
妊
娠
や
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

お
み
た

ま
っ
子
応
援
パ

ッ
ケ

ー
ジ

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
は

2024年
4月

時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

小
美
玉
市
役
所

☎
０
２
９
９
―
４
８
―
１
１
１
１
（
代
表
）

※
問
合
せ
先
の
担
当
課
名
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

⓮
訪
問
型
相
談

支
援

子
育
て
世
帯
の
不
安
や
悩
み
に
対
し
、
子
育
て
経
験
者
、
民
生
委
員
、

教
職
員

O
B等

で
構
成
す
る
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
訪
問
（
自
宅
・

公
共
施
設
等
）
に
よ
る
無
料
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
就
学
前
か
ら
概
ね
小
学
２
年
生
ま
で
対
象

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課

21

22

子
育
て
サ
イ
ト
や

専
用
ア
プ
リ
に
も

た
く
さ
ん
の
子
育
て

情
報
が
あ
る
よ
！

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く

も
っ
と
詳
し
く
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出
会
い

妊
娠
・
出
産

就
学
前

小
学
生

中
学
生

高
校
生
・
大
学
生

住
宅
取
得

➊
婚

活
イ
ベ
ン
ト

他
市

町
村

と
連
携
し
た
広
域
的
な

出
会

い
の

場
を
創
出
し
ま
す
！

➋
結

婚
相

談
支

援

結
婚

相
談

員
が
理
想
の
相
手
を

見
つ
け
ま
す
！

➌
い

ば
ら
き
出

会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

登
録

料
助
成

登
録

料
を
全
額
助
成
し
ま
す
！

➍
不

妊
治

療
費

助
成

治
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成

し
ま
す
！

➎
妊

産
婦

タ
ク
シ
ー

利
用

料
助

成

受
診
・
出
産
時
の
タ
ク
シ
ー

利
用
料
を
助
成
し
ま
す
！

➏
伴

走
型

相
談

支
援
・

子
育

て
応

援
交

付
金

妊
娠
か
ら
子
育
て
期

ま
で
寄
り
添
い
ま
す
！

➐
出

産
祝

い
金

お
子
さ
ん
の
数
に

応
じ
て
祝
い
金
を
増

額
！

➒
子

ど
も
の

医
療
費
の
完
全
無
償
化

０
歳
か
ら

1
8
歳
ま
で
の
医
療

費
自
己
負
担
分

を
全
額
給
付
！

➑
子

育
て
世

帯
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス

家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
を
助
成
し
ま
す
！

（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

1
8
歳
未

満
ま
で
支
援
）⓬
第
２
子
保
育
料

年
齢
を
問
わ
ず
、
第
２
子

以
降
の
保
育
料
が
無
料
！

⓮
訪
問
型
相
談
支
援

「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」が

子
育
て

の
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
い
ま
す
！

⓫
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

絵
本
・
バ
ッ
グ
の
贈
呈

絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
と

絵
本
・
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

⓭
地
域
子
育
て
支
援

保
育
園
等
に
属
し
て
い

な
い
親
子
が

気
軽
に
交

流
や
育
児
相
談

が
で
き
る

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
！

⓰
ス
ク
ー
ル
バ
ス
無
料

運
行
・
通
学
補
助
支

援

遠
距
離
（３

ｋ
ｍ
以
上
）通

学
す
る

児
童
を
支
援
し
ま
す
！

⓱
英
語
教
育
の
充

実

全
校
に

A
L
T
（外

国
語

指
導
助
手
）

を
配
置
！
生
き
た
英
語
を
学
び
ま
す
！

⓯
ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈

呈

６
色
の
中
か
ら
好
き
な
色
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

⓲
IC

T
教
育
の
充
実

全
校
に

IC
T
支

援
員
を
配
置
！

デ
ジ

タ
ル
社

会
に
対
応

し
た
教
育

を
推
進
！

中
学
３
年
間
の

給
食
代
を
全
額
負
担
！

⓳
中
学
校
給
食
費

⓴
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

仕
事
・
結
婚
・子

育
て
を
考
え
る

特
別
授
業
を
実
施
し
ま
す
！

奨
学
資
金
の
貸
与

無
利
息
で
奨
学
資
金
を
貸
与
し

ま
す
！

10
万
円

妊
娠
・
出
産

時
に

5万
円

ず
つ

➓
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
包
括
相
談
支
援

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
！

+５
万
円

第
2子

10
万
円

第
3子

15
万
円

自
己
負
担
分

全
額
給
付

給
食
費
が

無
料

保
育
料
が

無
料

上
限
５
千
円

10
回
ま
で

1回

上
限
２
千
円

利
用
料
の

半
額
補
助

1回

気
軽
に
相
談

し
や
す
い

住
宅

取
得
費

補
助

・
お
子

さ
ん
の

数
に
応
じ
て

5
万

円
ず
つ
加
算
！

・
県

外
か
ら
の

方
に

4
0
万
円
！

・
県

市
内

か
ら
の
方
に

1
0
万
円
！

住
宅

取
得

費
用
を

補
助

し
ま
す
！

10
0万

円
最
大

お
み

た
ま

っ
子

応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

21

22

小
美
玉
市

子
ど
も
た
ち
は
私
た
ち
の

「
未

来
の

宝
」
で

す
。

本
市
で
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
（
お
み

た
ま
っ
子
）
に
寄
り
添
い

な
が

ら

様
々
な
子
育
て
支
援
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

O
M

IT
A

M
A

お
み

た
ま
っ
子

の
未

来
を

創
る
ま
ち

10広報おみたま　2024.5
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スカイマーク株式会社がオリジナル文房具セットを寄贈

スカイマーク株式会社から、 オリジナル文房具

セットが寄贈され、 市内小学校 ・ 義務教育学校

の新入学児童全員にプレゼントされました。

市長室を訪れたスカイマーク株式会社の荒
あ ら ま き

牧 

秀
ひ で と も

知 取締役専務執行役員は

「子どもたちにペーパークラフ

トで飛行機を作って楽しんで

もらいたい。 小美玉市と良好

な関係を持ちながら、 愛され

る航空会社になりたい」 と話

しました。

基地 ・ 空港対策課　空港対策係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2141）

問

（左から）鈴木前空港対策監、牧内茨城空港支店長、北見執行

役員兼営業本部長、荒牧取締役専務執行役員、島田市長、深

谷副市長、羽鳥教育長

いばらきデザインセレクション選定

茨城県内の優れたデザインを表彰するいばらきデ

ザインセレクション 2023 で、 小美玉ふるさと食品

公社の 「サザソフト」 と小美玉市の 「広報おみたま

2022 年 9 月号 （エシカル消費特集）」 が選定され、

表彰されました。

常陽銀行が防犯ブザーを寄贈

常陽銀行 （秋
あ き の

野 哲
て つ や

也 取締役頭取） から新入学児

童へ、 防犯ブザーを寄贈していただきました。 常陽

銀行は子どもたちの安心 ・ 安全のため、平成１７年

度から毎年防犯ブザーを寄贈しており、今年で 20

回目となります。 （写真左 ： 笠
か さ は ら

原 実
みのる

 小川支店長）

魅力発信課　シティプロモーション係

☎ 0299- ４８-１１１１ （内線 1252）

教育指導課　学務係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2223）

問 問

詳しくはこちら ▶
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市は令和 5 年度から、 子育て世代を対象にし

た訪問型相談を実施しています。 子育てを終

えた地域の方 2 名が、 子育てサポーターとし

てご自宅や公共施設など指定の場所へ出向き、

子育ての相談に対応する事業です。

令和５年度は８件の相談を受けて、 子育てサ

ポーターが対応しました。 利用した保護者から

は 「話してスッキリした」 「また何かあれば相

談したい」 という声が届いています。 子育てサ

ポーターとおしゃべりして、 子育てのモヤモヤを

スッキリさせてみませんか？

県内市町村の広報力向上を図るため開催され

ている令和５年茨城県広報コンクールで、 小美

玉市の動画と広報紙が表彰されました。

■映像部門

OMITAMA YATTEMIRU PROJECT- 小

美玉やってみるプロジェクト （準特選）

みの～れ２０歳記念動画 「みんなで次のハタチ

へつなごう」 （入選）

■広報紙部門

広報おみたま令和５年１０月号 「ナッジの世界

へようこそ」 （入選）

あなたの子育ての悩み、聞かせてください！

子育てサポーターとおしゃべりしませんか

生涯学習課　生涯学習係

☎ 0299-48-1111 （内線 2263）

問

魅力発信課　シティプロモーション係

☎ 0299-48-1111　（内線 1252）

問

各学校の家庭教育学級に参加し、保護者の悩みを一緒に考

える活動も行っています。

詳しくはこちら ▶

ID 0 1 0 0 5 9

広報紙 ▶

ID 0 1 0 1 7 9

動画 ▶

ID 0 0 3 6 7 8

お庭の外構工事はお任せください！

駐車場コンクリート舗装

雑草対策（砕石敷き・レンガ敷き）

カーポート・テラス屋根

☎ 0299-56-6022

フェンス・境界ブロック

天然芝・人口芝

ウッドデッキ

伊勢山技建

外構工事専門店

伊勢山技建株式会社
茨城県石岡市東成井911

お気軽にご相談ください

見積り ・相談無料

地域密着

施工事例多数

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消

映像部門で2作品・広報紙部門で1作品

茨城県広報コンクールで小美玉市が表彰されました
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農産物等の付加価値の向上による安定的な

経営基盤の強化や地域の活性化を目的として、

令和６年３月に 「小美玉市農産物等ブランド化

推進戦略」 を策定しました。

市内農業者や有識者で構成される小美玉市農

産物等ブランド化推進協議会 （小
お ば ら

原 規
の り ひ ろ

宏 会

長） から、 ブランド化推進のための方針や戦

略について答申を受け、 今回の策定に至りまし

た。 今後は策定した戦略に沿って農産物や加

工品のブランド認定を行うとともに、 認定した

農産物等の販路拡大を行っていきます。

小美玉市農産物等ブランド化推進戦略を策定しました

農政課　農政係　

☎ 0299-４８-１１１１ （内線 1158）

問

（一財） 自治総合センターが宝くじの社会貢献

広報事業として実施している助成を受け、 地

域コミュニティ活動備品としてポータブルアンプ

やユニカールなどが整備されました。 令和５年

度は、 おがわ地区コミュニティ、 たちばなコミュ

ニティ、 住みよい堅倉地区をつくる会の３団体

が備品整備に助成を活用しました。 たちばな

コミュニティではユニカールをたちばなコミュニ

ティ三世代交流事業で活用し、 参加した住民

の交流を深めました。 今後も地域コミュニティ

活動の活性化のため、 各団体で活用されます。

おわび　広報おみたま４月号 P10 「市内の事業者から寄附をいただきました」 の記事に氏名の誤り

がありました。 正しくは 「磯前慎一郎　代表取締役」 です。 おわびして訂正します。

宝くじの助成金で備品を整備しました

市民協働課　市民協働係

☎ 0299-48-1111 （内線 1133）

問

（左から）深谷副会長（副市長）、小原会長、島田市長

たちばなコミュニティ三世代交流事業（たちばなコミュニティ）

ユニカール・・・専用カーペットの上でプラスチック製のストーンを

滑らせ標的を狙うスポーツ。「陸のカーリング」とも言われる。

広報おみたまに

広告を出しませんか？

☎ 0299-48-1111  内線1252

魅力発信課 シティプロモーション係

詳しくは
こちら

1号から掲載OK！
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紹介します！わたしの学校 挑戦する学校を目指して

21

1　体育祭前に円陣を組む生徒　　2 総合１位を受賞した東茨城地区陸上大会　　3 小中合同のあいさつ運動（生徒会

による小学校での挨拶）

3

小川南中学校は、活気に溢れた学校です。体育

祭や文化祭である「あしのめ祭」は、実行委員が

中心となり、一から創り上げることで、その年の学

校の特徴が表れた、熱気の高まる行事になって

います。

一方で、黙
も く ど う

働清掃は本校の伝統として大切に受

け継がれています。今後も、良き伝統を引き継ぎ

つつも、創意工夫を重ね、多くの人の思い出を作

る学校にしていきたいと思います。

小川南中学校が旧小川高校へと校舎を移転し

てから、７年が経ちました。その７年という短い間

にも、コロナ禍やその時の実態に合わせて、学校

行事や校則、登校の在り方が変わってきました。

そのような中でも、黙
も く ど う

働清掃や挨拶運動など変

わらない伝統もあります。生徒が将来、本校で

の生活が良い思い出になるように、変わることと

変えてはいけないことを生徒と共に考えながら、

現状維持ではなく、挑戦する学校を目指してい

きます。

生徒会長

３年　山
や ま ぐ ち

口 心
こ こ あ

愛 さん

学校紹介

小川南中学校

生徒会担当

添
そ え た

田 遥
はるか

 教諭

教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2232）問

小川南小中一貫教育目標 ：

自ら学び　仲間とともに　未来を切り拓く
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玉
里
短
歌
会

地
震
国
と
い
わ
れ
て
久
し
悲
し
く
も
避
難
所
暮
ら
し
の
苦
難
を
思
う

幼
友
達
Ⅰあ

い

さ
ん
こ
の
頃
電
話
来
ず
ホ
ー
ム
に
入
り
し
と
人
伝
て
に
聞
く

冬
う
ら
ら
日
差
し
明
る
く
座
蒲
団
に
周
平
の
本
猫
と
日
向
ぼ
こ

脱
衣
所
に
お
掃
除
ロ
ボ
が
ピ
コ
ピ
コ
と
ゴ
ミ
吸
い
動
く
裸
体
気
に
せ
ず

道
真
を
祀
る
防
府
の
天
満
宮
荘
厳
な
社
の
彩い

ろ

の
華
や
か

石　

橋　

吉　

生

正　

木　

敦　

子

高　

田　

久　

子

松　

田　

通　

喜

野　

口　

初　

江

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

若
き
日
の
は
ち
切
れ
そ
う
な
夏
の
日
々
思
い
出
す
だ
に
心
浮
き
立
つ

過
ぎ
来
し
日
今
と
な
っ
て
は
夢
の
様
雪
が
溶
け
る
が
如
く
消
え
去
り

老
い
猫
に
話
し
か
け
て
る
老
い
た
夫
何
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語
る
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差
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強
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ガ
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向
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こ
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戸
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繰
れ
ば
こ
ち
ら
見
て
い
る
雀
た
ち
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撒
き
や
れ
ば
す
ぐ
に
寄
り
く
る

小
川
短
歌
会

妹
の
手
づ
く
り
料
理
お
い
し
く
て
亡
き
母
の
味
に
少
し
似
て
る
ね

道
連
れ
と
な
り
た
る
人
と
歩
を
合
わ
せ
語
り
つ
つ
行
く
世
間
話
を

ま
だ
か
し
ら
納
屋
の
戸
を
開
け
燕
待
つ
早
く
来
い
来
い
カ
ッ
プ
ル
で
来
い

三
人
の
春
と
な
づ
け
し
恒
例
の
桜
見
物
今
は
遥
か
に

十
八
年
床
に
臥
せ
た
る
わ
が
夫
の
そ
の
微
笑
み
は
我
を
は
げ
ま
す

菱　

沼　

清　

子

菱　

沼　

友　

江

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
沢　

清　

香

根　

本　

智
恵
子

石　

田　

は
る
江

小　

川　

ヒ
ロ
子

中　

根　

良　

子

小
野
寺　

あ
や
子

み
づ
う
み
俳
句
会

老
い
て
な
お
寄
り
添
い
な
が
む
桜
か
な

わ
れ
亡
く
て
畑
べ
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さ
く
ら
咲
き
に
け
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レ
ン
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越
し
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役
の
舞
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春
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夢

災
害
地
何
に
も
知
ら
ず
に
咲
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桜

花
冷
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夢
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影

み
の
り
俳
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会

白
梅
も
紅
梅
も
咲
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我
が
狭
庭

川
風
や
畦あ

ぜ

一
筋
に
草
青
む

春
を
待
つ
心
を
先
に
進
め
つ
つ

紀
寿
祝
ふ
母
の
好
物
蕗ふ

き

の
た
う

黄
水
仙
あ
ふ
る
る
ご
と
く
か
ほ
を
だ
す

立　

原　

千　

代

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

佐　

藤　

清　

子

白
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澤　

清　

香

矢　

口　

冨　

久

網　
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奈
津
江
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田　

敏　

江
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窓
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降
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又
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次回の広報おみたま発行日は6月13日（木）です／この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

（「小川地区に新たな交流拠点」の投稿を見て）素晴らしい！
これぞまるごと文化ホール計画！少しずつ、ゆっくりでいい
ので、1店舗でも多くのシャッターが開きますように。　４０代

広報おみたまは、型にはまった堅苦しさがなく、身近な話題や
若者たちの仕事に対する姿勢などを知れるので、本当に大好き
です。頑張ってください！（広報紙に関するネットモニター回答より）

私のお気に入りは、つくば電気通信希望ヶ丘公園です。春に
は菜の花、秋にはコスモスが一面に広がるのでとても綺麗
です。ぜひ訪れてみてください！人事課　岩田(入庁1年目)

よく小美玉市の施設やお店などを利用します。今でも十分、
魅力ある街ですが、さらに良い街になってくれたらと、応援
しています！石岡市40代（ふるさと納税応援メッセージ）

小川地区の商店街に、 空き店舗を活用した新しいコミュニティスペース

「お祭り広場わっしょい」 がオープンしました。 小川の祭礼や郷土文化に関

する品物や写真などを展示する情報発信と交流の拠点で、 通りから自由

に見ることができます。 拠点作りの中心になったのは、 お祭り囃子団体 「粋

州囃子連」 の藤井孝一さん。 地元である小川地区の活性化を図ろうと、

「シャッターを開けよう」 を合い言葉に仲間とともに令和5年9月から空き店

舗の清掃や整備を進め、 展示をスタートさせました。

現在は、 「粋州囃子連」 の稽古場としても活用して、 後継者育成や地元の

人々の交流の場になっています。 車通りの多い道に面する場所のため、 通

りすがりにのぞき込む人が多く 「地元の人に興味を持ってもらえてうれしい」

と話す藤井さん。 「初めはシャッターを開けるだけでも恥ずかしかったので

すが、 場を作ったことで、 手伝ってくれる仲間や会いに来てくれる人がいた

り、 偶然の出会いがあったりして、 今まで以上に地域のつながりの温かさ

を感じています」 と語っていました。

経済負担が大きくなる中学生の保護者負担を軽減するため、 市内に

住所がある中学生を対象に中学校の給食費(年間40,700円)を無償

化します。 市内の学校に通学している方は申請不要です。

※市内中学校等に通っていても住所が市外の方は対象外です。

※生活保護や就学援助等の認定により、 既に学校給食費相当の給付を受け

ている保護者は対象外です。

■市外通学者は申請が必要です

市外の学校に通学している方には、 申請後に年間給食費40,700円

を上限に支援金を給付します。 対象者には令和7年1月中旬に通知を

発送予定ですので、 申請方法をご確認ください。

魅力発信課　シティプロモーション係　 ☎0299-48-1111　（内線1252）問

教育指導課　給食係　 ☎0299-56-4855問

「シャッターを開けよう」を合い言葉に地域活性化

小川地区に新たな交流拠点

おみたまっ子応援！

中学校給食費が無料に

詳しくはこちら ▶

010553ID

空き店舗の窓沿いに、 祭礼の道具や昔の祭りの様

子がわかる写真などが展示されています。

おみたまっ子の未来を創るまち
小美玉市は未来を担う子どもたち＝おみたまっ子を応援する子育て支援と

して、 「おみたまっ子応援パッケージ」 に取り組んでいます。
詳しくは中面（P7-10）をご覧ください ▶

おみたまっ子

パッケージ
応援

ふじい こういち


